
 
青森県がん診療連携推進病院の指定状況等について 

 
■青森県がん診療連携推進病院とは 
・県では、平成２５年３月２５日に「青森県がん診療連携推進病院の指定に関
する要綱」を制定した。 

・がん診療連携推進病院は、がん診療連携拠点病院に準じる機能を有する病院（当
該地域においてがん診療の中核的な役割を担うと認めた病院）として、県が独自
に指定するもの。 

 
■指定状況 
・黒石市国民健康保険黒石病院（平成２５年１０月２８日指定） 
・青森市民病院（平成２５年１２月１８日指定） 
・独立行政法人労働者健康福祉機構青森労災病院（平成２６年２月６日指定） 

 
■指定による病院のメリット 
がん診療連携推進病院に指定されることにより、診療報酬（がん診療連携計画

策定料、緩和ケア診療加算など）を算定するための施設基準である「がん診療連
携拠点病院に準じる病院」として位置づけられることになる。 
 

青森県がん診療連携推進病院等のイメージ図 

■がん診療連携拠点病院（国指定） 

区 分 病 院 名 

都道府県がん診療連携拠点病院 青森県立中央病院 

地域がん診療連携

拠点病院 

津軽 弘前大学医学部附属病院 

八戸 八戸市立市民病院 

青森 （青森県立中央病院） 

西北五 ‐ 

上十三 三沢市立三沢病院 

十和田市立中央病院 

下北 むつ総合病院 

（主な役割） 
・５大がん（肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん及び乳がん）及び当該医療機関
が専門とするがんについての集学的治療 
・がん診療の連携体制の整備及び推進 
・緩和ケアの提供及び緩和ケア研修会等の開催 
・院内がん登録の実施 
・がん患者等への相談支援、情報提供 

標準的ながん診療を実施する医療機関 

連携 

連携 

■がん診療連携推進病院（県指定） 

（主な役割） 
・５大がんのうち当該医療機関が診療するがんについて、 
がん診療連携拠点病院との連携による集学的治療 

・がん診療の連携体制の整備及び推進への協力 
・緩和ケアの提供 
・院内がん登録の実施 
・がん患者等への相談支援、情報提供 

かかりつけ医療機関 

がん診療連携拠点

病院に準じる機能

を有する病院とし

て県が指定 
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